
 
 
びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫（DLBCL）は、濾胞性リンパ腫（FL）の組織学的形質転
換（HT）の特徴的な組織型である。一方で non-DLBCL 型の HT は非常にまれであり、
その発生率、病理組織像、および患者予後は十分に解明されていない、 
今回は単一施設において、FL から non-DLBCL 型に形質転換を来した 19 症例について臨
床病理学的に検索した。2000 年から 2018 年の間に FL と診断された 889 症例のうち、191
症例で HT を認めた。追跡期間中央値は 94 ヵ月であった。FL 191 例のうち 172 例（90％）
が DLBCL への転化を、残りの 19 例（10％）は non-DLBCL 型の転化を認めた。non-DLBCL
転化症例では病理組織像に加え、免疫組織化学、フローサイトメトリー、および蛍光 in situ
ハイブリダイゼーション解析を行った。Non-DLBCL 型の組織像は、古典的ホジキンリン
パ腫 7 例、MYC および BCL2 再配列を伴う高悪性度 B 細胞性リンパ腫（HGBL）4 例、特
定不能の HGBL4 例、B 細胞性リンパ芽球性白血病/リンパ腫 2 例、未分化大細胞性リンパ
腫様リンパ腫 1 例、形質芽球性リンパ腫 1 例であった。このうち 8 例について EBERish 
を行ったが前例陰性であった。 
Non-DLBCL 型に形質転換した症例の全生存期間中央値は 13 ヵ月（2 日〜107 ヵ月の範囲）
であり、 19 例中 10 例(53 %) が HT で死亡した。結論として FL からの HT をきたした
症例では、その治療や患者の予後の改善のために、タイムリーで正確かつ包括的な病理組織
学的診断が必要である。 
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Fig. 1 Histopathological assessment of patient tissue. High-grade B-cell lymphoma (double 
hit) in the bone marrow of case no. 1 (A, H&E, x 400; B, Ki67, x 400). Classic Hodgkin 
lymphoma in the lymph node of case no. 10 (C, H&E, x 400; D, CD30, x 400). B-acute 
lymphoblastic leukemia in the lymph node of case no. 16 (E, TdT, x 400) and in the bone 
marrow of case no. 17 (F, H&E, x 400). Anaplastic large-cell lymphoma-like lymphoma in the 
liver of case no. 18 (G, H&E, x 400; H, CD45RO x 400). Plasmablastic lymphoma in the bone 
marrow of case no. 19 (I, H&E, x 400; J, CD138 x 400). H&E, hematoxylin and eosin 


